
 

種名 

オ ツ ネ ン ト ン ボ 

Sympecma paedisca 

 

 
 

分類 トンボ目アオイトトンボ科 

形態的な 

特徴 

体長約 35mm、後翅長約 21mm。翅を重ねてもホソミオツネントンボとちがい、前翅と後翅の縁紋がずれてかさ

ならない。後翅の四角室は前翅のものより長い。胸側を前後に走る銅色条がある。 

分布 北海道、本州、四国、九州に分布するが、南にいくほど産地は局所的となる。 

繁殖行動 成虫は６月から９月に羽化し、草むらや雑木林で越冬、春先に複眼が青くなり、交尾、産卵する。 

生息場所 池沼、草むら、雑木林。 

食性  

生息環境へ

の配慮事項 

 

引用文献：改訂新版 世界文化生物大図鑑 昆虫Ⅰ


